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環 境 経 営 方 針 

 

 

  当社は、建築設備工事の企画・設計・施工から維持管理に至るまで、培われた技術

の更なる向上を目指し、お客様に満足いただける環境に優しい快適な生活環境を創造

するため、以下のとおり環境方針を定め、環境との調和に配慮した事業活動に取組み

ます。 

 

 

１． 省資源、省エネ活動を推進します。 

 

２． ムダ・ムラ・ムリを無くすよう努めます。 

  

３． 快適な職場環境にします。 

 

４． 報告・連絡・相談を行います。 

 

５． ３Ｑ６Ｓ活動を推進します。 

 

   Ｑｕａｌｉｔｙ Ｗｏｒｋｅｒ    （良い社員） 

   Ｑｕａｌｉｔｙ Ｃｏｍｐａｎｙ   （良い会社） 

   Ｑｕａｌｉｔｙ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ  （良い製品） 

 

        私たちは３つのＱを実現するために 

            ６つのＳを実行します。 

 

        整理・整頓・清潔・清掃・作法・躾 

 

６． 環境に関係ある法律を守ります。 

 

 ７． 環境経営の継続的改善を行います。 

 

平成 17 年 12 月 1 日 制定 

                             令和 2 年 8 月 21 日 改定 5 

                       松 尾 工 業 株 式 会 社 

                         代表取締役社長 三 木 義 信 
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１． 組織の概要 

 

  １．事 業 所 名     松尾工業株式会社 

代表者氏名     代表取締役社長 三木 義信 

 

  ２．所 在 地     〒840-0842 佐賀市多布施一丁目４番２７号 

 

  ３．環境管理責任者   工 務 部 長  畑瀬 剛敏 

    担当者氏名     常 務 山口 日出登 

    連 絡 先     TEL 0952-23-8770 

              FAX 0952-28-1755 

    Ｅメールアドレス  mkogyo@matsuo-kg.jp 

 

  ４．事業の内容     管工事・電気工事・建築工事 

 

  ５．事業の規模 

 単位 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

売上高 百万円 3,240 2,763 2,415 

従業員 人 46 51 52 

床面積 ㎡ 217 217 217 

                

６．当社の事業年度   ４月１日～翌年３月３１日（活動レポートの対象期間と同じ） 

 

７．認証・登録範囲 

           全組織・全活動・全従業員 

             本 社   佐賀市多布施１－４－２７ 

             福岡支店   福岡市中央区薬院３-４-９ 

             長崎営業所  長崎市興善町４-８ 

             熊本営業所  熊本市中央区新屋敷３-１-２２ 

             唐津営業所  唐津市東町４５-１ 

             鳥栖営業所  鳥栖市元町丁の坪１３４９-５ 

             武雄営業所  武雄市武雄町大字武雄７６-１ 

             伊万里営業所 伊万里市新天町７７-１ 

             小城営業所  小城市牛津町乙柳８５０－１１ 
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EA21 実施体制            

 

 

 

環境最高責任者 

代表取締役社長 

                 

                               

  

              

              

                     

 

管理部        工務部        営業部        福岡支店 

部長         部長         部長         支店長 

 

 

EA21 担当者 ： 工務部社員                営業所：長崎・熊本・唐津 

           福岡支店社員                   鳥栖・武雄 

         管理部社員                   伊万里・小城 

 

所  属 役割・責任・権限 

環境最高責任者 

全体総括、環境経営方針の設定、環境への取組を実施するための資源準備、全

体の評価と見直し・指示 

環境管理責任者の任命 

環境管理責任者 
全体の把握 環境経営システムを構築・運用し、その状況を環境最高責任者に

報告する 

EA21 委員会 

事務局 

1 回/３ヶ月開催し、環境経営目標の達成状況及び活動計画の実行状況を審議す

る 

計画に対する実行管理と指導及び推進のサポート 

EA21 文書及び記録類の作成・管理のサポート 

管理部門 
廃棄物、紙類の排出量の実行管理と指導及び推進 

グリーン購入の推進役 

工務部門 車（軽油・ｶﾞｿﾘﾝ）消費量の実行管理と指導及び推進 

営業部門 電力量の実行管理と指導及び推進 

福岡支店 福岡支店 EA21 活動全般の指導及び推進 

管理部・工務部 月次の数値の把握と節減節約の推進 

環境管理責任者 

工務部長 

EA21 事務局 

常務 管理・購買担当 

ＥＡ２１委員会メンバ―

ー 
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２.当年度及び中期の環境経営目標 

 

2-1 事務所 

項   目 単位 
基準年 

R3年度実績値 

環境経営目標 

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

電力使

用量 
電力使用量の削減 kWh 27,527 27,252 26,976 26,701 

廃棄物

排出量 

単純焼却紙屑排出量の削

減 
kg 623 617 611 604 

コピー用紙使用量の削減 枚 163,000 161,370 159,740 158,110 

総 排 水

量 
上水使用量の削減 節  水 

環 境 に

配 慮 し

た 事 業

活動 

太陽光発電、ＬＥＤ照明、 

省エネ機器の提案営業 

及び受注活動 

訪問回

数/年 
12 12 12 12 

地 域 社

会 と 強

調 し た

環 境 活

動 の 展

開 

清掃活動の参加 回/年 4 4 4 4 

 

 

 

 

2-2 現場 

項   目 単位 
基準年 

R3年度実績値 

環境経営目標 

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

電力

等使

用量 

電力使用量の削減 kWh 16,464 16,299 16,135 15,970 

ガソリン使用量の削減 ℓ 1,748 1,731 1,713 1,696 

廃棄

物排

出量 

建設リサイクルの推進 リサイクル推進 



 

 

 

5 

項   目 単位 
基準年 

R3年度実績値 

環境経営目標 

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

環境に配慮した

事業活動 
事故ゼロ 件 0 0 0 0 

地域社会と強調

した環境活動の

展開 

現場の清掃 

回/ 

週/ 

現場 

1 1 1 1 

※令和 4 年度からは新たな中期環境目標となり、各年度令和 3 年度実績値のマイナス 1％、2％、3％

とする。 

※建設リサイクルの推進は、現場に中間処理場のコンテナを設置しており、そのコンテナを中間処理

場で分別しリサイクルを行っている。 

※上水使用量は、松尾建設本店ビルに共用しており、測定不能。 

 

 

2-3 二酸化炭素排出量削減目標                       （単位：kg-CO₂） 

項   目 
CO₂ 

換算係数 

基準年 

R3年度実績値 

環境経営目標 

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

二酸

化炭

素排

出量 

【事務所】 

電力使用量の削減 
0.347 9,552 9,456 9,361 9,265 

【現場】 

電力使用量の削減 
0.347 5,713 5,656 5,599 5,542 

【現場】 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 

0.0671 

×34.6 
4,058 4,017 3,977 3,936 

※1 当社は賃貸ビルに入居しており、床面積にて上水の使用量を精算しているため実使用量の把握が

出来ないため節水は努力目標とする。 

※2 令和 1 年度からの購入電力の排出係数は九州電力の平成 30 年度の調整後排出係数 0.347 を用い

ている。 

※3 化学物質の使用は、ありません。 
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3．環境経営計画 

   削減、促進ともに基準年から 1 年毎に 1％削減を目標とする。 

3-1二酸化炭素排出量削減のための取組目標と取組方法 

削減項目 活 動 項 目 事務所 現場 

電気使用量の削減 

エアコンの設定温度を定め実行する（夏 28℃、冬 20℃） ○ ○ 

夏季にはできるだけ自然の風を活用する ○ ○ 

未使用の部屋、箇所の冷暖房のスイッチオフの徹底 ○  

パソコン等使用しないものの電源の切断、節電モードへ

の切替を徹底 
○ ○ 

昼休み及び使用していない部屋の消灯 ○ ○ 

事務所退出時の部屋の冷暖房のスイッチオフの徹底 ○ ○ 

ガソリン使用量の削減 

アイドリングストップ手順を決め実行する  ○ 

車両点検整備の徹底  ○ 

急発進、急加速等に注意し、エコドライブを行う  ○ 

毎日の効率的な運転計画（運転経路・時間）  ○ 

 

3-2 廃棄物排出量削減のための取組 

削減項目 活 動 項 目 事務所 現場 

単純焼却紙屑 

排出量の削減 

ペーパレスの徹底 ○  

使用済み封筒の再利用 ○  

産業廃棄物 

排出量の削減 

材料購入の際、数量に幅をもたせない  ○ 

残材料の現場間での再利用  ○ 

コピー用紙 

使用量の削減 

両面コピー及び裏紙使用の推進 ○  

Ａ3 裏紙のＡ4 カット使用 ○  

 

3-3 その他の取組 

削減項目 活 動 項 目 事務所 現場 

水使用量の削減 
水を出しながらの洗物厳禁 ○  

節水こま、擬音装置の活用 ○  

環境に配慮した 

事業活動の推進 

太陽光発電、LED 照明、省エネ機器等の提案営業を積極

的に展開する。 
○  

環境に配慮した事業活

動の推進（事故ゼロ） 

 

施工計画・工程管理・安全管理・品質管理・環境管理等、

適切な施工管理を行う。  ○ 

清掃活動の参加 

会社周辺道路の清掃４回／年 

公共施設の清掃（佐賀県空調衛生工業会）１回／年 

現場の清掃 1 回／週 

○ ○ 
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4.環境の取組結果 

 

 

 

4-1事務所  

項   目 単位 
令和 4年度 

目標 実績 評価 

電力使用量 電力使用量の削減 KWh 27,252 26,349 〇 

廃棄物排出量 

単純焼却紙屑排出量

の削減 
kg 617 630 × 

コピー用紙使用量の

削減 
枚 161,370 231,000 × 

総排水量 上水使用量の削減 節  水 〇 

環境配慮事業活動 

太陽光発電、ＬＥＤ、

省エネ機器の提案営

業及び受注活動 

訪問回数 

/年 
12 12 〇 

地域社会と強調 

した環境活動 清掃活動の参加 回/年 4 4 〇 

※評価欄は、目標達成状況を示す。○は達成、×は未達成。 
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4-2現場 

項   目 単位 
令和 4年度 

目標（100％） 実績 評価 

電力等使用量 

電力使用量 KWh 16,299 12,064 〇 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量 ℓ 1,731 3,132 × 

廃棄物排出量 
建設リサイクルの推

進 
リサイクル推進 〇 

環境配慮事業活動 
事故ゼロ 件 0 0 〇 

地域社会と強調し

た環境活動 現場の清掃 

回/ 

週/ 

現場 

1 1 
〇 

 

 

 

 

4-3二酸化炭素排出量 

項   目 単位 
令和 4年度 

目標（100％） 実績 評価 

二酸化炭素排出量 

【事務所】 

電力使用量の削減 

Kg-CO₂ 

9,456 9,143 ○ 

【現場】 

電力使用量の削減 
5,656 4,186 ○ 

【現場】 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 
4,017 7,267 × 

 
計 19,129 20,596 × 
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5．環境経営計画の取組結果の評価及び今後の計画 

 

次年度の環境経営目標は、4～5ページに示すとおりである。 

 

5-1二酸化炭素排出量 

（1）電力使用量の削減 

電力使用量は、事務所と現場ともに目標を達成した。今後も引き続き、エアコンの適切な

温度維持（夏 28 度、冬 20度）、長時間パソコンを使わない時は電源を切るなど全社員に節

電意識を強くもってもらうように周知徹底する。 

 

（2）ガソリン使用量の削減 

ガソリンの使用量は目標に届かなかった。その理由は、遠隔工事現場が増加したためであ

る。今後は、無駄のない移動と走行距離の短縮を心がける。また法定速度を遵守しエコモ

ードを意識しながら省エネ走行に努める。 

 

5-2廃棄物排出量の削減 

（1）単純焼却紙屑排出量及びコピー用紙使用量の削減 

目標には届かなかった。2023年 10月から始まる適格請求書等保存方式（インボイス制度）に

より当社指定請求書、領収書など様々な書式の変更、それに伴う事前準備、会議、説明会など、

コピーの利用が増加した。今後は紙媒体ではなくデータ配布などして用紙削減に努める。また

印刷時も裏紙利用、両面印刷、印刷の事前チェックを心がける。電子帳簿保存法改正に伴い様々

な書類の電子化も検討する。 

 

(3) 産業廃棄物排出量の削減 

次年度も引き続き廃棄物の抑制、分別によるリサイクル推進による最終処分量の削減に努めて

いく。 

       

5-3環境に配慮した事業活動の推進 

（1） 当社は環境にやさしい太陽光発電や省エネ機器の提案営業、受注活動を行っている。 

 

(2）持続可能な循環型社会を構築するため、購入の必要性を十分に考慮し、環境負荷ができるだ

け小さい製品を、環境負荷の低減に努める事業者から優先して購入すること（グリーン購入）

を心がけている。 
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6．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律・フロン排出抑制法・佐賀市環境基本条例・消防法の 

遵守状況を確認した結果、違反はなかった。 

また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もなかった。 

 

 

 

7．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

 

  1．評価 

   (1)目標未達成 

     ガソリン使用量、単純焼却紙屑排出量、コピー用紙使用量の数値が未達成であった。 

これは、仕事量の増による。 

   (2)事故、苦情、法令違反はなかった。 

   (3)工事の施工管理は適切であった。 

    (4)報告・連絡・相談を注意して行った。 

 (5)3Q6Sに向かって、皆努力している。 

2.見直し・指示 

 (1)継続して、事故・苦情・法令違反を起こさないようにすること。 

 (2)継続して、各現場は適切な施工管理・安全管理を行うこと。 

 (3)継続して、報告・連絡・相談を確実に行うこと。 

 (4)継続して、3Q6S 活動を推進すること。 

(5)現在の環境経営方針を継続する。 

(6)現在の環境経営目標及び環境経営計画を継続する。 

(7)現在の実施体制を継続する。 
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8．その他 

 

8-1 地域社会と強調した環境活動の展開 

 （1）清掃奉仕活動 

当社が加盟する佐賀県空調衛生工業会は、地域に貢献し、業界の地位向上につなげようと

年に一度、県の公共施設を中心に清掃奉仕活動を行っている。2020 年、2021 年は新型コロ

ナ感染拡大の影響により中止となったが、今年度は 9 月 17 日に活動を再開し、佐賀市の市

村記念体育館周辺の清掃を行った。 
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   (2)環境方針の社員への周知活動 

     本社と福岡支店で定期的に社員を集めて周知会議を行っている。現場の状況で直接参加

が難しい社員も参加できるよう Web 会議(Zoom)を導入しており、徹底した周知活動を目指

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 4年 7月 29日 佐賀本社 Web会議の様子 上写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 4 年 5月 25日 福岡支店 Web会議の様子 上写真） 
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（3）当社社屋周辺道路、支店近隣の清掃活動を定期的に実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 4年 11月 25日 福岡支店清掃 上写真） 

 

（令和 4 年 10 月 26 日 佐賀本社清掃 下写真） 

（令和 4 年 4 月 28日 福岡支店清掃 下写真） 

（令和 4 年 6 月 12 日 佐賀本社清掃 上写真） 


